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経時測定データとは，同一個体に対して複数時点で時間を追って測定されるデータである．臨
床データや，人間や動物の成長を記録したデータなどがそれに当てはまる．経時測定データに対
するモデルとして，線形混合モデル (Linear mixed model(LMM), [4])や一般化線形混合モデル
(Generalized linear mixed model(GLMM), [2])が用いられる．LMMやGLMMは，時間経過に
よる測定値の変化が処置群と対照群の間で差異があるかという経時測定データに対する興味に応
えることができるモデルである．さらに，モデルに組み込まれたランダム効果と呼ばれる潜在変
数によって個体間におけるばらつきを表現することで，経時測定データに見られる個体差を柔軟
にとらえることも可能である．
これらのモデルによってパラメータの最尤推定を行う際，通常はランダム効果は正規分布に従
うという仮定が置かれることが多い．しかし，ランダム効果は実際には観測されない変数である
ため真の分布は未知である．そのため，正規分布の仮定は必ずしも正しいとは限らず，分布を誤っ
て特定してしまう恐れがある．
LMMや GLMMにおけるランダム効果の分布の誤特定に関する問題に対して，Verbeke and

Lesaffre (1997)[3]は，LMMにおいてはランダム効果の分布を正規分布と誤特定した場合でも最尤
推定量 (MLE)に一致性があることを証明している．また，Litière et al. (2008)[1]はロジスティッ
ク回帰モデルを用いたGLMMにおいてランダム効果の分布を誤特定した場合のMLEの挙動を数
値実験で確認し，誤特定の下でMLEに一致性が無くなることを指摘している．その他にもランダ
ム効果の分布の誤特定に触れた文献はあるが，GLMMにおけるMLEの性質については数値実験
のみの考察にとどまっており，理論面の考察も含めたより詳しい言及はされていない．
そこで，本報告ではGLMM，特にロジスティック回帰モデルにおけるランダム効果の分布を誤
特定した場合のMLEの性質に関する理論的考察を行う．具体的には，特定の状況下ではランダム
効果の分布を誤特定した場合でも，MLEによってロバストな推定が可能となるパラメータと一致
推定が可能となるパラメータが存在することを示す．
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